






















①平成 21 年 12 月 13 日、　②平成 22 年１月
10 日、　③１月 24 日（地元新聞に活動掲載）
④２月７日　
「中日新聞・1 月 24 日実施内容」の掲載記事
































日本語 9 16 14 19 58
パソコン 1 1 1 1 4





１回 ２回 ３回 ４回
























































































































































































































































































































































　岐阜県においての外国籍人口の中で 20 ～ 30
代の占める割合は突出している。外国籍の子ど
もたちを学生たちが就職後、保育士として接す
る機会は非常に多くなることは明らかであり、
地域住民との共生という意味合いでもそれぞれ
に深い理解が必要である。ボランテイアとして、
更に多くの地域住民の参加も募り、相互理解を
進めたいと考えている。
　現在、日本人親子と外国籍親子は全く別々に
「あそびの森」での親子遊びを実施してきたが、
今後それぞれ単独に実施する場と双方ミックス
で開催する場を持ち、その中で学生の動き、親
子の動き等を比較することによって双方の育児
に対する同質と異質な部分が明確に出てくるの
ではないかと考える。
　プログラムの中に日本人と外国籍の子どもた
ち、そして学生らが、自然の残る広場で一緒に
行うサッカー遊び等が実施できれば、外国籍の
子どもたちの持つ力強さと日本人の子どもたち
の持つ緻密さが子どもたち双方に影響し合えれ
ば双方の弱点である「逞しい・生きる力」を補
い合うことになり、学生の育ちにもつながる。
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